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〈巻頭言〉
考古学から見た技術と集団
若狭 徹
考古学は、土中に埋もれた遺跡を掘り起こし、そこから現れた人間行動の痕跡である遺構・
遺物の関係性を解き明かすことで人類史を再構築する学問である。フィールドにたち、そこか
ら思考することが不可欠な学問といえる。既出の資料を再検討するのはもちろんであるが、新
しい資料の獲得の機会が潤沢であることが考古学の特質であり、日々明らかになる資料を分析
し、その結果を統合・記述することが求められる。
医学においては、患者の症例を集めて研究し、治療に反映する「臨床」こそが基本中の基本
であろう。考古学において、この「臨床」にあたるものが発掘調在に他ならない。遺跡は、相
当な贔が地中にあって日本列島中に広がっており、改窟されることのない生の歴史資料として
保存されている。しかし、それを正しく発掘調在して、遺構と遺物の関係性を記録し、資料と
して価値づけさせなければ、単なる石や土の群れに過ぎないものとなる。ここを間違えると、
せっかく一次資料が数千年保ち続けてきた歴史的データを瞬時に失うのであり、医学の臨床で
いえば、患者の命が奪われるのと同様である。
発掘調壺で得られる資料は膨大である。数100面の面積を掘っただけで、コンテナに百箱単
位の遺物が得られることもある。その資料群（例えば土器片や石器）片に、ひとつひとつ出土
位置のナンバリングを行い、接合・補強し、実測、記録するc 気の遠くなる作業を経たのちに、
その資料群の編年や分布、動態を検討して、歴史学に高めるための研究が推進されていくので
ある。
近年は、下部構造の研究成果を下敷きとして、人間行動の精神的側面を重視した認知考古学
などが論議されているc また、考古資料から国家形成のプロセスが論じられる。このような理
論化は学問レベルの深化として歓迎すべきであるが、なかには一次資料から一足飛びに政治的
側面が語られる向きもあり、違和感をもつ場合も少なくない。
やはり、常に基礎的研究に回帰し、検証を繰り返さなくてはならない。考古学は時間軸とし
ての編年研究や、技術論的研究などがお家芸であるが、その必要性は失われることはないので
ある。
そうした思いを込めて、今回の特集名は「考古学からみた技術と集団」とした。前回 (2014
年）の考古学特集号（駿台史学150号）では、特集名に「考古学からみた技術と社会」が掲げ
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られていたが、その続編のような位置づけとなろう。今回、このテーマに則って投稿された論
考は 7編となったが、幅広く、時代横断的なラインナップとなった。
尾崎氏は、北海道の後期旧石器時代終末における、異なる石器製作技術体系をもった2つの
石器群をとりあげ、それぞれを残した集団の行動様式を検討した。その結果、最も鋭利な石材
である黒曜石と、二次的石材である在地石材の獲得にあたって、両者が異なる行動様式をとる
ことが復元された。狩猟を核とした遊動生活を送りながら、遠隔地と近隣の石材産地にアクセ
スして石器石材を補給する集団行動が、石器製作技術と不可分である点を明らかにしたことが
特筆される
宮内氏は、埼玉県で近年発見された縄文時代後～晩期の「礫敷遺構」をとりあげてその性格
を論じた。幅4m、長さ 50m以上に礫を敷き詰めた遺構は類例が無く、近接する遺構との関係
性から、集落から水場への泥淳地に構築された道路遺構と認識された。 3000年以上前の土木構
造物として舌ljHすべき遺構である。縄文時代の集団は、直径 100mにも及ぶ環状盛土や環状列
石などの精神的なモニュメントを共同築造したことが知られるが、本遺跡のような交通インフ
ラ（舗装路）にも、彼らの技術力や集団労働が投じられたことになる。縄文時代の大規模構染
物の新例として大いに注目される。
別所氏の研究は、縄文後期土器の製作システムの解明を目指したもので、従来は優品を主体
に論じられてきた縄文土器研究の反省を踏まえ、精製土器と粗製土器のセットとしての土器型
式を検討の俎上に挙げた。これまで、精製・粗製土器を製作する集団については、別個か同一
かの議論があったが、本論では同一集団による一体的な技術のもとで作成されたことが明らか
にされた。その一方で、土器型式圏のなかにおいては、ある程度の地域的な独自性が許容され
ている実態も示し、土器製作の情報体系の複雑さや電層性を提示した。
土井氏は、弥生時代から古墳時代に造られた集団の墓である方形周溝墓において、中心埋葬
施設のほかに、周囲にめぐる周溝のなかに副次的埋葬施設（「周溝内埋葬］）が営まれた事例を
集成した。周溝内埋葬は、古墳時代になると事例が増加するとともに、関東北東部に広がりを
みせることを指摘した。
谷畑氏は、古墳時代に南九州で隆盛した地下式横穴墓に人骨の遺存例が多くみられることに
着日し、骨に残された病変や外傷性疾患の在り方を観察した。加えて、横穴墓の副葬品と人骨
との関係を考察して、疾患の少ない個体ほど副葬品が豊富であるという所見を提示している。
集団内の上位層が、外傷などを負いにくい指導的立場として、戦闘や労働に臨んだことを傍証
した。
佐々木氏は、日本考古学協会の海外向け機関誌に英文で執筆した自身の論考を和文に翻訳し
た。古墳時代の重要な産業であった馬生産において、畿内と東国では生産システムに違いがあ
り、特に氏のフィールドである長野県善光寺平の事例をもとにして、信濃の有力集団が倭王権
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から柑対的に自立していたことをt張しているc
若狭は、群馬県南部に建てられた飛烏・奈良時代の 3つの石碑の碑文と、同地における古墳
動向を関連付けて考察し、国家成立時期における地方豪族の政治行動を描いた。 6世紀中頃の
屯倉の設置によって同地に新技術や渡来人が移人され、経済的上昇を反映して前方後円墳が築
造された。その被葬者は屯倉初代管理者として神格化されていっtこ。後にその—f孫は、飛烏時
代の評の整備に際してその官人に任官されたいために、屯倉管理者の末裔であることを氏族の
l［統↑’tとしてアピールしようとし、石碑を刻んだと考察した。
以卜.、本特集号では、旧石器時代から古代までの長期にわたる技術の諸相と、集団行動との
関りを展望することができたc 生業と集団行動、手工業生産と集団関係、国家形成と地方氏族
など、今号で提示された多彩な論点が、次の特集号までにさらに深化されることを期待したい。
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